
第31回 油溶性ビタミンＣ誘導体の可能性について（１／１８）
油溶性ビタミンＣはバリア機能をアップさせ乾燥肌やアトピー性皮膚炎を改善します

今回私は油溶性のビタミンＣを主成分とした、全く新しいコンセプトの保湿クリーム“ケイモイスチャークリーム”を開発しました。
敏感肌、乾燥肌のメカニズムとその対策と合わせて、いかにそのクリームを開発したかを解説します。敏感肌、乾燥肌の原因はずば敏感肌、乾燥肌のメカニズムとその対策と合わせて、いかにそのクリームを開発したかを解説します。敏感肌、乾燥肌の原因はずば
り、バリア機能の低下です。皮膚のバリアを増加させることで、うるおいのある肌を取り戻すことと可能とする、それがケイモイス
チャークリームです。ビタミンＣはシミ、クスミ、シワ、タルミ、ニキビ､赤ら顔に効果があることはすでにご存知ですね。シミ、ク
スミを治すには活性酸素を消去して、メラニン産生を抑えればいいのです。シワ、タルミはエイジングの代表です。老化に伴いふた
つの現象が起こります。

それは代謝速度の低下と活性酸素のダメージの蓄積が起こりま
す。ですから代謝を上げて、活性酸素を消去すれば若い肌を取
り戻すことができるのです。ビタミンCはこの2つの作用を合
わせ持っています。またにきびは皮脂の過剰分泌を背景とした
活性酸素病です。ですから皮脂の分泌を抑えて、活性酸素を消
去すればいいのです。もちろんビタミンCはこの2つの作用も
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去すればいいのです。もちろんビタミンCはこの2つの作用も
持っています。これが、ビタミンCが美容の切り札といわれる
ゆえんです。これらビタミンCの各疾患に対する作用を図１に
示します。



そしてその効果は単なる天然型のビタミンＣであるＬ－アス
コルビン酸ではなく、マグネシウム結合型の誘導体(VC-

第31回 油溶性ビタミンＣ誘導体の可能性について（２／１８）
油溶性ビタミンＣはバリア機能をアップさせ乾燥肌やアトピー性皮膚炎を改善します

コルビン酸ではなく、マグネシウム結合型の誘導体(VC-
PMG)の方が優れているのです。天然型のアスコルビン酸は
内服するにはいいのですが、水に溶かしたりするとすぐに酸
化してしまうという致命的な欠点があります。また培養細胞
レベルでも細胞への吸収性はVC-PMGのほうが約４倍から8
倍いいというデータがあるのです。細胞膜は脂質を含んでい
るために油に対する親和性がVC-PMGのほうがアスコルビン
酸より高いために起こる現象です。図２に天然型のビタミン
ＣとVC-PMGの構造を示します。
左に存在するのが天然型ですが、一番上の水素（H）が取れ
てしまい酸化してしまうのです。ビタミンCは上から2番目の
水素が解離してマイナスに荷電しています。通常水にとかす
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水素が解離してマイナスに荷電しています。通常水にとかす
とすみやかに解離型となります。右に示すVC-PMGの場合で
は、一番上の水素の位置にあたる部位にリン酸がついていて、
酸化しないようになっています。またVC-PMGの本体2分子
に対して3個のマグネシウム原子が結合している塩の形をし
ています。



細胞内に入るとアシッドフォスファターゼという酵素の作用によ
りリン酸の部分が外れて、ビタミンCとしての作用を発揮します。

第31回 油溶性ビタミンＣ誘導体の可能性について（３／１８）
油溶性ビタミンＣはバリア機能をアップさせ乾燥肌やアトピー性皮膚炎を改善します

りリン酸の部分が外れて、ビタミンCとしての作用を発揮します。
さてもうひとつ、さけてはいけない大きな皮膚のトラブルとして
乾燥肌、敏感肌があります。生まれつきの乾燥肌の方もいれば、
繊維芽細胞を活性化するエストロゲンの低下や代謝速度の低下、
いわゆる更年期や老化現象により肌が乾燥し、潤いのない、かさ
ついて透明感のない肌になった方もいます。これらの場合、肌が
敏感になって乾燥する場合もあります。これらのトラブルを解消
するにはバリア機能を強化し、肌の代謝を促進し、皮脂や水分の
供給を促進し、カユミを起こすヒスタミンを抑制すればいいので
す。これらを図３にまとめます。
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第31回

いままで“ビタミンCは細胞内にエネルギーを補給し代謝を促進
して、活性酸素を消去するということは良く知られてきました。

油溶性ビタミンＣ誘導体の可能性について（４／１８）
油溶性ビタミンＣはバリア機能をアップさせ乾燥肌やアトピー性皮膚炎を改善します

して、活性酸素を消去するということは良く知られてきました。
最近培養細胞や動物を使った実験で、非常に興味深いビタミン
Cの作用が報告されています。それは、第一に表皮角化細胞の
増殖と分化を促進すること､第二に角質細胞間脂質のひとつであ
るセラミドの合成を促進して肌のバリア機能を強化すると言う
事実です。これらのビタミンCの作用を図４にまとめます。
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